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短答式試験

論文式試験

公認会計士

現行の資格取得までの主な流れ

・ 平均合格年齢：24.5歳（注１）

・ 平均勉強期間：2.3年
・ 合格率：13.2％（9.0％）（注２）

・ 平均合格年齢：25.8歳（26.8歳、注３）
・ 平均勉強期間：1.3年
・ 合格率：35.7％（注４）

・ 合格者構成

（注１）図中の数値は、平成21年12月10日に実施した平成21年実務補習所入所ガイダンス
参加者を対象に行ったアンケート調査に基づく。

（注２）短答式試験の合格率の（ ）外の数値は、平成21年短答式試験のデータに基づく。また、（ ）内の数値
は、平成22年第Ⅰ回短答式試験のデータに基づく。

（注３）「26.8歳」は、平成21年の論文式試験合格者全員の平成21年11月26日時点の平均年齢である。
（注４）論文式試験の合格率は、平成21年論文式試験のデータに基づき、旧第2次試験合格者等を除く。

（注５）「在学中」とは、大学、大学院に在学中の者をいう。
「既卒業者」とは、最終学歴後、一度も就業経験がない者をいう。
「就業経験者」とは、一旦就職したが、退職して公認会計士試験を受験した者をいう。
「社会人」とは、企業・官公庁及び監査法人等に勤務している者をいう。

（注６）実務補習の期間は原則３年であるが、２年の実務経験を終えた者は、修業年限を１年に短縮できる。
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第１次試験

第２次試験

公 認 会 計 士

実務経験
２年

実務補習
１年

旧制度の資格取得までの主な流れ

・平均合格年齢：24.2歳
・合格率：8.8％
・受験者：147人
・合格者：13人

・平均合格年齢：26.0歳
・合格率：8.4％

・監査業務の補助
・財務に関する監査、分析
その他の実務に従事

受 験 生

・ 大学に2年以上在学し、44単位以上を

修得した者
・ 文部科学大臣が定める基準を満たした

専修学校の専門課程を修了した者 等

＜短答式試験＞
必須科目

＜論文式試験＞
必須科目 選択科目(２科目）

必須科目

通算３年(注）
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第３次試験

＜筆記試験＞
・監査実務 ・論文（時事・経済 等）
・分析その他の実務（財務分析、会計実務、税実務）

＜口述試験＞
・監査実務、分析その他の実務、時事・経済 等

公認会計士として登録できる者

・会計学（簿記、財務諸表論、
原価計算、監査論）

・商法

・経営学 ・経済学
・民法

・会計実務 ・監査実務
・経営実務 ・税実務
・ＩＴ実務 ・法規及び倫理

・平均合格年齢：29.9歳
・合格率：65.4％

※図中の数値は、「平成16年公認会計士試験 合格者調」に基づく
(注）実務経験と実務補習の期間は、重複する期間を除いて通算して３年以上でなければならない

就職活動

・国語 ・数学
・英語 ・論文

＜短答式試験＞
・合格率：19.9%

＜論文式試験＞
・合格率：42.0%

会 計 士 補

会計士補として登録できる者

＜筆記試験＞
・合格率：70.6%

＜口述試験＞
・合格率：92.5%

・会計学（簿記、財務諸表論、原価計算、監査論）
・商法

（参考）


